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報告されている課題の収集
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○ 令和６年１０月１日から法令が適用となったOBD検査を通じて得られた課題について把握するた
め、整備事業関係者及び検査場関係者から情報収集を実施。

○ 情報収集フローは下図のとおりであり、独立行政法人自動車技術総合機構において一元的に課

題を集約することとしている。

※情報収集期間：令和７年８月２０日～令和７年１１月２４日

第５回OBD検査モニタリング会合（R7.12.15）

第１回OBD検査モニタリング会合 資料４－１より再掲（※情報収集期間のみ更新）



国土交通省、（独）自動車技術総合機構の対応課題意見元項番

指定工場においてOBD検査未実施のまま保安基準適合証
の交付を行うことを防止するため、（一社）日本自動車整備
振興会連合会が提供する「保適証サービス（電子保安基準
適合証システム）」と令和８年度中の連携に向けて準備を
進めております。（資料３－１項番２を参照）

早急にOBD検査未受検状態で保適証の交付ができ
なくなるようなシステム改修を求めます。

振興会１

「OBD検査結果参照」画面については、表示領域が限られ
ていることから、対応の可否を検討します。
なお、帳簿（OBD検査結果のお知らせ）への検査員名印字
については、当該帳簿は整備事業者が自動車ユーザーに
対して提示することを想定したものですが、今後、多くの要
望が寄せられた場合は対応を検討します。

事業場管理責任者は保安基準適合証交付時に、
OBD検査を実施した検査員を確認する必要があるが、
OBD検査結果参照システムでは「詳細」ボタンを押さ
ないと検査員名が表示されないため、確認に手間が
かかり誤りの原因となる。
業務負担軽減と確認ミス防止のため、画面表示の改
善や帳票への検査員名印字など検討してほしい。

振興会２

特定DTC照会アプリ【Android】により当該車両へのOBD検
査/確認を実施した場合、「適合」となることはありません。
（別添のとおり）
ご指摘の場合におけるアプリの挙動について、FAQに追記
します。

OBD検査ポータル FAQ 「特定DTC照会アプリ
【Android】でOBD検査が正常にできない車両につい
て」において、Android版特定DTC照会アプリを用い
た場合、OBD検査/確認を正常に実施できない車両
が掲載されている。
誤ってAndroid版特定DTC照会アプリにより当該車両
のOBD検査/確認を行う場合、どのように判定される
のか。

運輸局３
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国土交通省、（独）自動車技術総合機構の対応課題意見元項番

事前にOBD検査等を行った車両であっても、OBD検査台数
にかかわらず、替え玉受検の防止並びに自動車特定整備
事業者等におけるOBD検査又はOBD確認の判定結果と機
構等におけるOBD検査結果の比較・分析及び関連する
データの収集のため、検査コースにおいてOBD検査を実施
することがあります。
検査コースにおけるOBD検査については、検査官がシステ
ムからの指示等に従い実施しますが、受検者からの申告
に対し、抜き取り対象となった可能性がある旨を説明され
るよう、周知します。
なお、検査コースにおけるOBD検査の実施については、今
年度の整備主任者研修において周知しています。（第４回
モニタリング会合参考資料４を参照）

認証工場でOBD確認済みの車両を検査場に持ち込
んだところ、検査官より「検査が必要」と言われ、OBD
検査を実施されたと振興会に問い合わせがあった。
振興会からは、「OBD確認済でも、抜き取りでOBD検
査を実施する場合がある」と説明した。要望として「抜
き取り対象であることを検査官が分かるようにし、受
検者へ説明すべき」との意見があった。
認証工場において、検査用スキャンツールを購入し、
OBD確認を実施しているのにもかかわらず、まだ
OBD検査台数が少ない時期に抜き取り検査を実施し
ていることが不満である。

認証４

スピードメータ検査実施後のDTC消去に限らず、DTCを削
除する行為のみであれば、「その他特殊な部品の修理」に
該当するため、外部委託が可能です。
「指定工場におけるOBD検査の判定フロー」において上記
が明確となるよう、「※２」の表現を修正し、国土交通省HP
に掲載します。（参考資料４のとおり）

「指定工場におけるOBD検査の判定フロー」（令和7
年7月17日付け事務連絡の別添）中、「※2」として記
載されている以下の説明について、スピードメータ検
査実施後のDTC消去に限った説明となっているが、
他の特定DTC消去作業も同様に外部委託が可能か。

----------
※2「スピードメータ検査実施後にABSのテルテールが
点灯、その後テルテールは消灯しても特定DTCが残る
現象」について、当該特定DTCを消去する作業は、「自
動変速装置その他特殊な部品の修理」に該当し、外部
委託が可能
----------

指定５
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制度関係
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国土交通省、（独）自動車技術総合機構の対応課題意見元項番

現在、Android対応の検査用スキャンツールは認定されて
いませんが、今後、認定された際はWindows対応のものと
見分けられるよう、「検査用スキャンツール型式一覧表」を
分けて作成します。（※機工協からの回答）

日本自動車機械工具協会（機工協）HPで掲載されて
いる「検査用スキャンツール型式一覧表」において、
Android版に対応している検査用スキャンツールの表
記（見分け方）を確認したい。

（補足）
Android対応の検査用スキャンツールについて、Window
s対応のものと見分けられるようにしてほしいとの意図

振興会６

ドラムテスター等を用いてスピードメーター検査を行う際、
適切な設定を行わないことにより車両安全性を確保する機
能（トラクションコントロール等）が作動し、特定DTCが記録
される可能性があります。
整備マニュアルや取扱説明書を参照し、適切な設定を行う
ようお願いします。

検査コースでの受検前、事前にテスター屋で確認し
た際に特定DTCが記録され、検査コースにおける
OBD検査が不適合となった可能性のある事象が確
認されている。
第３回モニタリング会合【資料３－２】（日本自動車工
業会作成）の周知があらためて必要と思われる。

機構７

適切な点検整備を行うようお願いします。
なお、検査コースにおいては、受検車両を検査可能な状態
とするよう努める必要があります。しっかり準備を行ったう
えで、検査コースに並ぶようお願いします。

検査コースにてOBD検査を実施する際、車両側の接
続端子が反応せずOBD検査ができない車両があっ
た。
受検者にヒアリングしたところ、接続端子に後付け速
度計を取付けした際、端子付近で火花が発生したと
申告があり、OBDのヒューズがショートにより破損し
ていることが原因であった。

機構８
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資料５別添
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●特定DTC照会アプリ【Android】でOBD検査が正常にできない車両について

・ 特定DTC照会アプリ【Android】では、一部の輸入車でOBD検査/確認が正常に実施できない車両があります。

・ 当該車両へのOBD検査/確認の結果が「適合」となることはありません。当該車両へのOBD検査/確認には、
特定DTC照会アプリ【Windows】を利用してください。

なお、対象となる車両の型式は、以下のとおりです。

（特定DTC照会アプリ【Android】で対象車両をOBD検査/確認を実施した場合の挙動）

・ 「不適合」又は「［エラー：EG001］（アプリケーションを再起動してください）」が表示されます。
※いかなる修理・整備等を行ったとしても、特定DTC照会アプリ【Android】 では、「適合」と
表示されることはありません。

（OBD検査ポータル「よくある質問（FAQ）」より）

OBD検査/確認時の挙動が
分かるようFAQを修正予定

項番３関係


